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第４章 計画の取組

基本目標１ 地域福祉を担う人づくり

市民一人ひとりの 私の努力 自助 を引き出すとともに 共の努力 共助 や 公、「 （ ）」 、「 （ ）」 「

（ ）」 、 。の努力 公助 への参加・参画を促し 中核となる担い手を育成することを目指します

施策１ 福祉に対する理解や支え合いの意識の向上

施策２ 担い手の育成・支援

施策１ 福祉に対する理解や支え合いの意識の向上

市民一人ひとりの福祉に対する理解や支え合いの意識を醸成し、さらには、地域福祉

の主体としての自覚を促す。

《市の取組》

取組の方向
取 組

※他計画の関連部分

福祉教育の推進 学校や地域の実情に応じて、障がい者や高齢者、幼児等との交

(1-1-1) 流や体験的な活動を取り入れた小・中学生の福祉教育の一層の

充実に努めます ［教育委員会］。

（障がい者）1-1-1 障がいの理解促進に向けた啓発活動、1-4-2 地

域での交流の機会の確保、3-2-1 障がい児の早期発見および支援の

充実など

家族や地域の絆づく 絆を大切にする気運の醸成に向けた施策、事業を展開すること

りの推進 により、家族や地域、人と人との絆づくりの大切さについて一

、 。(1-1-2) 層の浸透を図り 地域福祉を担う市民の意識向上を目指します

［市民生活部］
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第４章 計画の取組

介護支援ボランティ 元気な高齢者が行うボランティア活動を推進することで、本人

アの推進 の健康増進や介護予防、社会参加や地域貢献を通じた生きがい

(1-2-8) づくりを促進し、高齢者の元気でいきいきとした生活の実現を

目指します。

【指標】年間延べ活動者数

3,247人（2017年度・平成29年度）→4,500人（2020年度）

［福祉保健部］

(高齢者）6-(2)-② 介護支援ボランティア事業

傾聴ボランティア養 地域に暮らす中高年者が傾聴ボランティアとして高齢者を支え

成事業の推進 合う仕組みを作り、高齢者の孤立防止を図るとともに、高齢者

(1-2-9) 自身の介護予防、生きがいづくり・地域貢献を促進します。

【指標】ボランティア活動者数

12人（2017年度・平成29年度）→20人（2020年度）

［福祉保健部］

(高齢者）6-(2)-③ 傾聴ボランティア養成事業／(健康あきた）(3)

こころの健康づくり

生涯学習（社会参加 地域に住む高齢者同士の交流の促進と、生きがいのある豊かな

活動）の推進 生活を送るための学習機会を提供するとともに、学習成果を地

(1-2-10) 域社会の活性化につなげていくよう社会参加活動を推進しま

す。

【指標】高齢者教育事業参加者数

実績値8,081人（2017年度・平成29年度）→目標値9,100人

（2020年度 ［教育委員会］）

老人クラブ活動の活 老人クラブが自主的に行う社会奉仕活動や地域交流活動などを

性化 支援し、生きがいづくりと健康づくりを促進します。

(1-2-11) 【指標】新規クラブ数

）１団体、100人（2017年度・平成29年度）→２団体、60人（2020年度

［福祉保健部］

(高齢者）6-(1)-② 老人クラブ補助事業

障がい者の社会参加 障がい者の自立と社会参加を図るため、障がい者団体自らが行

の促進 う事業の自主的な運営を支援します。また、市民活動団体が企

(1-2-12) 画する、障がいのある方の社会参加や交流を促進する取組を支

援します ［福祉保健部］。

(障がい者）4-4-2 社会的活動への支援強化など
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《参考となる取組事例》

福祉協力員

地域での見守りの必要な世帯への声かけ等を通しての安否確認や福祉情報の提供、

地区社会福祉協議会の地域福祉活動への協力等を行う地域ボランティアで、３５地区

で1,179人（平成２９年度末）が地区社会福祉協議会の委嘱により活動しています。

地域保健推進員

市民の疾病予防および健康増進について、地域に根ざした自主的な活動を推進する

、 。ため おおむね小学校区単位に４２地区で1,438人(平成２９年度)が活動しています

秋田市地域福祉活動合同研修会

秋田市社会福祉協議会では、地区社会福祉協議会役員、民生委員・児童委員、町内

会長、福祉協力員その他を対象に、福祉協力員の活動紹介や各地区社会福祉協議会の

地域福祉活動の報告、地域福祉活動の重要性についての講演などの研修を行っていま

す。

介護支援ボランティア

市では、本人の健康増進や介護予防、社会参加や地域貢献を通じた生きがいづくり

の促進を目的に、高齢者が福祉施設等でボランティア活動を行う機会を提供していま

す。平成２９年度末時点で５１３人がボランティア登録し、延べ3,247人がボランテ

ィア活動を行っています。

障がい者相談員

市では、障がいの種別や地区ごとに委嘱された、身体障がい者および知的障がい者

、 、の保護者が 各地域で障がい者や保護者から生活や障がいに関する相談を受けており

、 （ ） 。身体障害者相談員３３名 知的障害者相談員７名 平成２９年度 が活動しています

《施策２「担い手の育成・支援」に関する目標値》

現状(H29) 目標値
指 標

(2017年度) (2023年度)

福祉に関する仕事やボランティア活動をしている人 9.7％ 11.0％

7.3％ 11.0％
高齢者（６５歳以上）で福祉に関する仕事やボランティア活

動をしている人

※地域福祉市民意識調査による。
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